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令和８年度 入学式 式辞（抜粋） 

 

 現在の日本社会は、社会環境・企業内活動においても国際化が進み、ＡＩを始めとする

テクノロジーの進化もあって、多くのフェーズで学びを常にブラッシュアップしていく必

要性があります。また感染症問題や災害などにおいて、安全・安心のために正しい知識と

判断、対応・行動が求められています。 

 更に皆さんが生きる未来は、新たな社会の仕組みや価値観が生まれるなど、大きな変革

が続くことでしょう。 

 

 新入生の皆さん、入学式は未来への決意を新たにする場です。未来を、人に左右され

ず、自分の力で生き抜くためにも高校三年間で自らが考えて判断し行動する力を身に付け

て、先程紹介した「社会の一員として貢献できる実践的産業人」を目指してください。 

 

 そこで私から、皆さんが高校生活をスタートするにあたり、自覚して欲しいことを２つ

お話しします。 

 先ず、「人間力を身につける」ということです。皆さんも知ってのとおり人間は「人の

間」に在って人間です。では、人の間に必要な力とは何でしょうか。 

 それは、他の人、自分以外の家族も含めて「想いを理解」し「行動に感謝」し、自らも

「応えようとする力」です。 

 想いを理解し、今在ることへの感謝ができ、自らが想いのある言動を行うなど、自己成

長によって人格の成長を促すなど、社会に順応するための「人間力」を身につけて欲しい

と思います。 

 

 次に「ポジティブに挑戦する」ということです。 

 世界的に知られるスタンフォード大学の心理学者 キャロル・ドゥエック教授が、学生を

対象にした実験で「能力は伸びる」と教えたグループは成績が向上し、「能力は固定」と考

えたグループは成績が停滞。更に数週間から数ヶ月の介入で明確な差が確認された研究あ

り、「人間の能力や知性は、「努力と学習」によって伸ばせる」という信念を体系化し、教

育・ビジネス・リーダーシップの分野に多大な影響を与えました。 

 このことからも、「自らの能力は伸びる」とポジティブに捉え、挑戦することをベースに

高校生活は努めましょう。思考は習慣を変え、習慣が行いを変え、行いが将来・未来を変

え、人生を変えていくのです。 

 

 ぜひ皆さんには「人間力を身につける」ということと、「ポジティブに挑戦する」という

二つの志を高くもって、高校生活を送ってほしいと思います。 
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